
へ

ん

ろ

道

の

言

葉

お
つ
か
れ
様
で
す
。
長
い
道
の
り
で
す
が

き
れ
い
な
景
色
を
見
な
が
ら

が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。

大
月
小

三
年

久
松
み
ち

今
春
、
四
月
十
七
日
午
後
七
時
三
十
分
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

Ｂ
Ｓ
放
送
で
、
モ
デ
ル
の
押
切
も
え
さ
ん
出
演
の

「
宿
坊
」
と
い
う
番
組
が
�
大
師
を
舞
台
と
し
て
放

送
さ
れ
ま
し
た
。
撮
影
期
間
は
三
月
十
二
日
、
十
三

日
の
二
日
間
に
渡
り
、
押
切
さ
ん
が
遍
路
姿
を
し
て

私
と
八
坂
八
浜
の
遍
路
道
を
歩
く
場
面
、
�
大
師
へ

ん
ろ
会
館
に
着
き
お
杖
を
洗

う
遍
路
の
作
法
、
多
宝
塔
内

ざ

ぜ
ん

め
い
そ
う

で
座
禅
（
瞑
想
）、
般
若
心

経
の
お
写
経
、
八
十
八
ヶ
所

霊
場
お
砂
踏
み
修
行
、
護
摩

堂
で
参
詣
者
と
共
に
護
摩
修

じ
き
じ

行
に
参
加
、
食
堂
で
は
食
事

さ
ほ
う

作
法
を
し
て
の
夕
食
、
宿
泊

し
た
遍
路
さ
ん
と
の
会
話
の

場
面
、
ま
た
早
朝
、
山
の
八

十
八
ヶ
所
を
巡
り
展
望
台
よ

り
眼
下
に
広
が
る
太
平
洋
か

ら
昇
る
朝
日
を
見
る
場
面
、

そ
し
て
最
後
は
押
切
さ
ん
と

の
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

ま
と

番
組
で
は
三
十
分
間
に
纏
め
ら
れ
て
「
宿
坊
」
と

し
て
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
宿
坊
」
と
い
う
番
組
は
寺
院
と
出
演
女
優

を
替
え
て
、
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
今
も
放
送
さ
れ
て
い

ま
す
。

心
の
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、「
宿
坊
」
に
、
そ
の

心
を
捜
そ
う
と
い
う
番

組
で
す
。

宿
坊
は
寺
院
で
僧
侶

が
生
活
す
る
所
、
僧

坊
、
或
い
は
、
寺
院
に

参
詣
し
た
人
が
宿
泊
す
る
所
で
す
。
全
国
に
は
寺
院

の
経
営
す
る
宿
坊
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

四
国
に
は
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
寺
院
を
中
心
に
何

ヶ
寺
か
宿
坊
を
し
て
い
る
お
寺
が
あ
り
ま
す
。
十
数

年
程
前
ま
で
は
か
な
り
の
数
の
寺
院
が
宿
坊
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
年
々
、
宿
坊
を
す
る
お
寺
は
減
少
し

て
お
り
、
今
で
は
番
外
寺
院
も
含
め
、
二
十
ヶ
寺
程

の
お
寺
し
か
宿
坊
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
設
備
や
人
手

の
問
題
、
ま
た
巡
拝
者
の
宿
坊
に
対
す
る
意
識
の
変

化
な
ど
が
原
因
で
す
。
今
、

宿
坊
の
内
容
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

宿
坊
は
、
唯
、
宿
の
提
供

だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
宿
坊
は
巡
拝
者
、
参
詣

者
を
寺
院
に
宿
泊
し
て
い
た

だ
き
、
お
勤
め
を
し
て
仏
の

心
、
お
大
師
さ
ま
の
教
え
を

一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
、
宿
坊
で
の
休
息

で
「
心
を
洗
い
、
心
を
磨
き
」

明
日
か
ら
の
生
活
の
活
力
と

な
っ
て
戴
き
た
い
と
想
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
事
を
信
条
と
し
て
お
遍
路
さ

ん
の
お
世
話
を
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

合

掌

発 行 所
〒７７５‐０１０１
徳島県海部郡海陽町浅川
�大師本坊同行二人会
電 話（０８８４）７３－０７４３番
FAX（０８８４）７３－３４０５
編集人 柳 本 明 善

� 教 育 出 版
セ ン タ ー印刷所

http : //www.
sabadaishihonbou.jp/

�大師本坊の
携帯サイトです。

�大師へんろ会館

し
ゅ
く

ぼ
う

「
宿
坊
」

猛猛
暑暑
のの
砌砌

みみ
なな
ささ
まま
のの
ごご
健健
康康
をを
心心
よよ
りり

おお
祈祈
りり
いい
たた
しし
まま
すす

合合
掌掌NHK・BSプレミアム「宿坊」、大砂の浜

（年２回 １・７月発行）�大師だより１ 第７０号（平成２４年７月２１日）�



遍
路
修
行
を
何
度
も
さ
せ
て
戴
い
て
い
る
と
、
道

中
い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
が
出
来
る
。
特
別
な
ご
縁
で
な

く
と
も
、
そ
の
場
所
に
行
く
と
何
か
親
し
み
を
憶
え

親
近
感
が
湧
い
て
く
る
。
今
回
の
土
佐
霊
場
の
後
半

と
伊
予
霊
場
の
前
半
も
、
そ
の
様
な
所
で
あ
る
。

船

で

行

く

遍

路

道

南
国
土
佐
と
言
う
け
れ
ど
、
二
月
の
初
め
は
朝
夕

か
な
り
冷
え
込
む
。

し
ょ
う
り
ゅ
う

じ

だ
い
ぜ
ん
じ

三
十
六
番
・
青
龍
寺
か
ら
別
格
五
番
・
大
善
寺
の

須
崎
市
に
行
く
に
は
浦
ノ
内
湾
沿
い
の
道
と
横
浪
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
も
う
一
つ
の
遍
路

道
、
海
の
遍
路
道
「
横
浪
の
渡
し
」
が
あ
る
。
宇
佐

大
橋
の
近
く
よ
り
横

浪
ま
で
約
一
時
間
、

須
崎
市
営
の
巡
航
船

で
あ
る
。
浦
ノ
内
湾

沿
い
の
小
・
中
学
生

が
十
数
人
乗
っ
て
く

る
。
楽
し
い
子
供
達

と
ふ
れ
合
う
こ
と
が

出
来
る
。
昔
、
遍
路

で
賑
わ
っ
た
仏
坂
、

岩
不
動
を
参
拝
し
須
崎
市
街
、
小
高
い
山
の
上
に
所

狭
し
と
建
物
が
建
つ
、
別
格
五
番
・
大
善
寺
を
参
拝

す
る
。

須
崎
市
よ
り
焼
坂
の
旧
遍
路
道
を
登
り
、
中
土
佐

な
な
こ
と
う
げ

町
大
坂
の
遍
路
道
に
喘
ぐ
と
七
子
峠
、
峠
よ
り
中
土

佐
、
須
崎
の
海
を
一
望
す
る
。

五
体
の
御
本
尊
と
マ
リ
リ
ン
・

モ
ン
ロ
ー
が
微
笑
む
岩
本
寺

い
わ
も
と
じ

三
十
七
番
・
岩
本
寺
の
本
堂
に
あ
る
絵
天
井
は
楽

し
い
。
一
昨
年
と
同
じ
日
に
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー

に
再
会
す
る
。

こ
ん
ご
う
ふ
く
じ

岩
本
寺
か
ら
三
十
八
番
・
金
剛
福
寺
ま
で
は
約
八

〇
㎞
、
四
国
中
で
一
番
、
札
所
間
の
距
離
が
遠
い
。

道
中
は
左
は
海
、
上
は
空
、
右
は
山
と
豪
快
な
土

佐
の
風
景
、
人
家
は
少
な
く
、
た
だ
、
ひ
た
す
ら
に

歩
く
、
修
行
の
道
場
、
土
佐
そ
の
も
の
で
あ
る
。

旧
佐
賀
町
、
黒
潮
町
に
入
る
と
明
治
時
代
に
出
来

た
煉
瓦
造
り
の
立
派
な
熊
井
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
る
。

明
治
時
代
の

レ
ト
ロ
な
風
情

を
楽
し
む
。
旧

中
村
市
、
四
万

十
市
に
入
る
と

四
万
十
川
の
河

口
に
も
渡
し
船

が
あ
る
。
前

も
っ
て
依
頼
し

な
い
と
乗
れ
な

い
が
、
こ
こ
も
昔
か
ら
の
海
の
遍
路
道
で
あ
る
。
十

分
程
で
対
岸
の
初
崎
に
渡
る
こ
と
が
出
来
る
。

四
国
遍
路
の
中
興
、
真
念
庵
参
拝

伊
豆
田
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
四
国
遍
路
中
興
の

し
ん
ね
ん
し
ょ
う
に
ん

祖
、
真
念
上
人
ゆ
か
り
の
庵
が
あ
る
。
市
野
瀬
の
山

く

も

も

裾
に
静
か
に
佇
む
。
久
百
々
を
過
ぎ
る
と
大
岐
の

浜
、
砂
浜
を
歩

く
渚
の
遍
路
道

で
あ
る
。
砂
浜

に
願
い
事
を
書

き
打
ち
返
す
波

が
流
し
て
く
れ

は
ま
か
ん
じ
ょ
う

る
、
浜
灌
頂
の

出
来
る
浜
で
あ
る
。
大
岐
の
浜
の
袂
に
大
岐
マ
リ
ン

ト
と
い
う
民
宿
が
あ
る
。
一
昨
年
は
泊
め
て
い
た
だ

い
た
。
経
営
者
の
若
夫
婦
に
今
年
、
子
供
が
生
れ
た

と
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
、
子
供
さ
ん
を
抱
か
せ
て
も
ら

う
。

い

ふ

り

大
岐
の
浜
よ
り
少
し
歩
く
と
以
布
利
。
丁
度
、
日

曜
日
、
日
曜
バ
ザ
ー
が
開
か
れ
お
汁
粉
の
接
待
、
大

阪
、
海
遊
館
養
魚
場
で
、
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ
を
見
学
す

る
。

ほ

だ

ら
く

と

か
い

あ
し
ず
り
み
さ
き

昔
、
補
陀
落
渡
海
の
霊
地
、
足
摺
岬

三
十
八
番
・
金
剛
福
寺
の
あ
る
足
摺
岬
は
昔
、
観

音
浄
土
、
補
陀
落
渡
海
の
霊
地
、
金
剛
福
寺
の
山
門

に
は
「
補
陀
落
東
門
」
の
額
が
架
っ
て
い
る
。
そ
の

名
残
り
な
の
か
、今
も
自
殺
す
る
人
が
多
い
と
い
う
。

田
宮
虎
彦
の
小
説
「
足
摺
岬
」
に
は
東
京
よ
り
死

に
場
所
を
求
め
て
き
た
青
年
に
老
遍
路
が
「
お
ぬ
し

生
き
る
こ
と
は
辛
い
も
の
ぢ
ゃ
が
、
生
き
て
を
る
方

が
な
ん
ぼ
よ
い
こ
と
か
」
と
諭
す
る
場
面
が
あ
る
。

足
摺
岬
は
椿
の
咲
く
南
国
で
あ
る
が
、
何
か
暗
い

一
面
を
感
じ
る
の
は
僕
だ
け
だ
ろ
う
か
。

つ
き

や
ま

神
社
に
大
師
堂
、
月
山
神
社

金
剛
福
寺
か
ら
土
佐
最
後
の
札
所
、
第
三
十
九

え
ん
こ
う
じ

番
・
延
光
寺
に
行
く
に
は
三
原
村
を
通
る
コ
ー
ス
と

た
つ
く
し

他
に
何
通
り
か
あ
る
。
今
回
は
名
勝
、
竜
串
を
通
り

国
道
三
二
一
号
線
を
歩
き
大
月
町
に
出
る
。

こ
こ
に
月
山

神
社
と
い
う
小

や
し
ろ

さ
な
社
が
あ

る
。
こ
の
神
社

は
明
治
元
年
ま

で
は
南
照
寺
と

称
し
た
、
神
仏

混
合
の
霊
場
で

あ
っ
た
が
神
仏

分
離
で
月
山
神

社
と
改
称
さ
れ

た
。
こ
こ
に
は

今
も
大
師
堂
が

あ
り
弘
法
大
師

像
が
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
。
大
師
堂
内
の
天
井
に
は

江
戸
時
代
、
土
佐
の
絵
師
に
由
る
絵
馬
が
六
十
枚
程

奉
納
さ
れ
、
さ
な
が
ら
美
の
小
宇
宙
で
あ
る
。

以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
場
所
、
や
っ
と
参
拝

の
念
願
が
叶
っ
た
。

昔
の
伊
予
と
土
佐
の
国
境
い
松
尾
峠
を
越
え
、
菩かん

提
の
道
場
、
伊
予
、
最
後
の
札
所
は
第
四
十
番
・
観

じ
ざ
い
じ

自
在
寺
、
四
国
の
裏
関
所
と
呼
ば
れ
る
。

あ
い
な
ん
ち
ょ
う

か
し
わ
ざ
か

愛
南
町
内
海
よ
り
野
口
有
情
の
句
碑
が
立
つ
柏
坂

の
遍
路
道
を
登
る
。
頂
上
よ
り
少
し
歩
く
と
眼
下
に

宇
和
海
と
島
々
の
眺
望
が
す
ば
ら
し
い
。

大
門
よ
り
国
道
五
十
六
号
線
を
歩
き
宇
和
島
市
街

り
ゅ
う
こ
う
い
ん

別
格
六
番
・
龍
光
院
に
行
く
途
中
、
観
自
在
寺
の
奥

ま

め

ぎ
だ
い
し

ノ
院
、
馬
目
木
大
師
を
参
拝
。
龍
光
院
は
宇
和
島
市

の
ほ
ぼ
中
心

部
、
小
高
い
山

の
上
に
あ
る
。

し
ゅ
く
ゆ
う

一
昨
年
、
祝
融

の
炎
で
半
焼
し

た
本
堂
は
立
派

に
修
復
さ
れ
て

い
る
。打

ち
止
め
、
龍
光
寺
、
仏
木
寺
は
猛
吹
雪

今
回
は
龍
光
院
で
打
ち
止
め
の
予
定
で
あ
っ
た
が

り
ゅ
う
こ
う
じ

三
間
の
稲
荷
さ
ん
、
第
四
十
一
番
・
龍
光
寺
と
牛
馬

ぶ
つ
も
く
じ

の
大
日
如
来
御
本
尊
の
第
四
十
二
番
・
仏
木
寺
ま
で

足
を
延
ば
す
。
最
終
日
は
寒
波
の
影
響
で
猛
吹
雪
に

震
え
上
が
る
。

道
中
、
雨
、
風

の
日
も
あ
り
ま

し
た
が
無
事
に

今
回
の
巡
拝
を

終
わ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

合

掌

巡
拝
修
行
日
数

十
日
間

修
行
歩
行
距
離

二
八
七
・
八
㎞

修
行
参
加
者

十
二
名
（
一
部
参
加
者
を
含
む
）

人
生
即
遍
路

四
国
八
十
八
ヶ
所
・
別
格
二
十
霊
場

歩
く
お
遍
路

第
十
一
回

ま
ん

ぞ
く

ぎ
ょ
う

じ
ゅ
ん

ぱ
い

パ
ー
ト
�

平
成
２４
年

２
月
８
日

よ
り
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日

第４２番・仏木寺山門
第４０番・観自在寺
奥ノ院・馬目木大師堂

第３９番・延光寺 番外、月山神社・大師堂

渚の遍路道・大岐浜
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参加者一同

海の遍路道・横浪の渡し
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四
国
遍
路
は
弘
法
大
師
、
お
大
師
さ
ま
の
御
修
行

の
み
跡
、
八
十
八
ヶ
所
の
寺
を
中
心
に
番
外
の
寺
、

霊
跡
を
訪
ね
巡
る
修
行
で
す
。
従
っ
て
四
国
の
森
羅

万
象
、
全
て
が
修
行
で
す
。

今
回
、
十
日
間
の
行
程
中
、
七
日
間
が
雨
、
雨
が

修
行
を
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ぶ
つ
も
く

じ

四
十
二
番
・
仏
木
寺
に
立
派
な
山
門

満
足
行
は
二
年
に
一
度
ほ
ぼ
同
じ
日
に
各
霊
場
を

参
拝
致
し
ま
す
。
二
年
の
間
に
新
し
い
道
路
や
お
堂

け
や
き
づ
く

が
建
っ
て
い
た
り
す
る
。
仏
木
寺
の
山
門
は
欅
造
り

の
立
派
な
山
門
で
あ
る
。

は
な
が
と
う
げ

初
日
、
歯
長
峠
の
急
坂
に
大
汗
を
か
き
西
予
市
宇

め
い
せ
き
じ

と

和
町
に
下
る
。
四
十
三
番
・
明
石
寺
を
参
拝
し
、
鳥

さ
か

の
ぶ
さ
と

し
ゅ
っ
せ
き
じ

坂
峠
の
下
、
信
里
ま
で
歩
く
。
別
格
七
番
・
出
石
寺

は
平
野
よ
り
登
る
。
雨
の
中
、
夏
草
と
灌
木
に
行
く

て
を
遮
ら
れ
る
。

出
石
寺
は
標
高きん

八
〇
〇
ｍ
の
金

ざ
ん山
の
山
頂
、
肌

寒
い
。
出
石
寺

の
宿
坊
に
泊
め

て
も
ら
う
。

お
接
待
、
深
い
情
に
心
を
洗
わ
れ

と

よ

が
は
し

出
石
寺
を
下
り
別
格
八
番
・
十
夜
ヶ
橋
に
向
う
途

中
、
酒
屋
さ
ん
の
軒
先
で
雨
宿
り
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
た
ら
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
の
お
接
待
、

ち
ょ
っ
と
驚
い
た
が
有
難
く
い
た
だ
く
。
道
中
、

度
々
お
接
待
を
い
た
だ
く
。
自
分
の
遍
路
が
問
わ
れ

る
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

だ
い
ほ
う
じ

い
わ
や

じ

四
十
四
番
・
大
宝
寺
、
四
十
五
番
・
岩
屋
寺

明
石
寺
か
ら
大
宝
寺
ま
で
は
四
国
で
二
番
目
に
札

う
ち
こ
ち
ょ
う

所
間
が
遠
い
。
内
子
町
を
過
ぎ
る
と
コ
ン
ビ
ニ
も
な

ま
ゆ
み
と
う
げ

く
宿
に
も
困
る
。
遍
路
道
は
小
田
よ
り
真
弓
峠
を
越

す
ル
ー
ト
と
ひ�

わ�

た�

峠
を
越
す
ル
ー
ト
が
あ
る
。

ひ
わ
た
峠
越
え
が
昔
か
ら
の
遍
路
道
で
あ
る
。
途

つ
き
あ
い

中
、
突
合
か
ら
少
し
歩
く
と
山
間
に
ウ
ド
ン
屋
さ
ん

が
あ
る
。
な�

み�

へ�

い�

ウ
ド
ン
店
、
十
一
時
の
開
店
ま

で
一
時
間
程
待
ち
釜
あ
げ
う
ど
ん
を
い
た
だ
く
。

じ
ゅ
ん
し
ゃ
く
ち
ゅ
う

ひ
わ
た
峠
は
お
大
師
さ
ま
が
巡
錫
中
、
雨
ば
か
り

ひ
よ
り

で
あ
っ
た
が
や
っ
と
日
和
に
な
っ
た
こ
と
に
因
む
。

六
月
二
十
一
日
、
雨
の
中
、
大
宝
寺
を
参
拝
、
岩

屋
寺
に
向
う
。
八
丁
坂
を
登
り
岩
屋
寺
、
雨
に
煙
る

岩
屋
寺
は
幻
想
的
、
ま
た
行
場
や
穴
禅
定
の
洞
窟
なたか

ど
非
常
に
魅
力
の
あ
る
寺
で
あ
る
。
畑
野
川
よ
り
高

の

み
か
さ
と
う
げ

野
に
登
り
西
明
神
に
出
て
三
坂
峠
の
手
前
、
桃
季
庵

で
宿
の
世
話
に
な
る
。

じ
ょ
う

る

り

じ

四
十
六
番
・
浄
瑠
璃
寺
、
四
十
七
番
・
八
坂
寺

も
ん

じ
ゅ

い
ん

別

格

九

番

・

文

殊

院

爪
先
が
痛
く

な
る
程
、
長
い

三
坂
峠
を
下
る

と
浄
瑠
璃
寺
、

境
内
に
木
々
が

う
っ
そ
う
と
茂

り
、
木
陰
か
ら

今
に
も
仏
様
が
出
て
き
そ
う
な
気
配
が
す
る
。

す
ぐ
近
く
の
四
国
の
熊
野
信
仰
の
寺
、
八
坂
寺
、

え
も
ん
さ
ぶ
ろ
う

四
国
遍
路
の
元
祖
、
衛
門
三
郎
ゆ
か
り
の
文
殊
院
を

し
げ
の
ぶ
か
わ

さ
い
り
ん

じ

参
拝
す
る
。
重
信
川
を
渡
り
四
十
八
番
、
西
林
寺

み

と

た
い

「
秋
風
や
高
井
の
て
い
れ
ぎ
三
津
の
鯛
」
と
詠
ん
だ

正
岡
子
規
の
句
碑
が
立
つ
。

は
ん
た

じ

四
十
九
番
・
浄
土
寺
、
五
十
番
・
繁
多
寺

い
し

て

じ

五

十

一

番

・

石

手

寺

念
仏
聖
、
空
也
上
人
ゆ
か
り
の
浄
土
寺
は
空
也
谷

の
山
裾
に
静
か
に
佇
む
。
そ
こ
に
突
如
、
ツ
ア
ー
の

巡
拝
団
が
般
若
心
経
を
合
唱
。
繁
多
寺
は
通
称
、
畑

寺
、
境
内
よ
り
松
山
市
を
望
む
こ
と
が
出
来
る
。

石
手
寺
は
道
後
温
泉
と
共
に
代
表
的
な
観
光
地
、

日
中
は
た
く
さ

ん
の
参
拝
で

ご
っ
た
返
す
。

夕
方
五
時
を
過

ぎ
る
と
静
か
さ

を
取
り
戻
す
。

静
か
に
な
っ
た

境
内
に
座
し
て
拝
む
。

た
い
さ
ん
じ

え
ん
み
ょ
う
じ

五
十
二
番
・
太
山
寺
、
五
十
三
番
・
円
明
寺

山
全
体
が
境
内
の
太
山
寺
、
山
門
か
ら
本
堂
ま
で

が
遠
い
。円
明
寺
近
く
の
芳
野
玉
雄
さ
ん
を
訪
ね
る
。

毎
回
お
接
待
を
し
て
い
た
だ
い
た
奥
様
が
昨
年
六

月
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
た
の
で
全
員
で
読
経
し
御
冥

福
を
お
祈
り
す
る
。

え
ん
め
い
じ

な
ん
こ
う
ぼ
う

五
十
四
番
・
延
命
寺
、
五
十
五
番
・
南
光
坊

た
い
さ
ん
じ

五
十
六
番
・
泰
山
寺
、
五
十
七
番
・
栄
福
寺

せ
ん

ゆ
う

じ

五

十

八

番

・

仙

遊

寺

瀬
戸
内
海
沿
に
国
道
一
九
六
号
線
を
歩
き
、
延
命

寺
。
五
十
三
番
・
円
明
寺
と
五
十
四
番
・
延
命
寺
は

わ

け

ま
ぎ
ら
わ
し
い
。
地
元
の
人
は
「
和
気
の
円
明
さ

あ

が
た

ん
」「
阿
方
の
延
命
さ
ん
」
と
区
別
し
て
呼
ぶ
。
南

光
坊
は
今
治
駅だい

の
近
く
、「
大

つ
う
ち
し
ょ
う
に
ょ
ら
い

通
智
勝
如
来
」

と
い
う
変
っ
た

お
名
前
の
仏

様
、
泰
山
寺
か

ら
栄
福
寺
は
近

い
。
仙
遊
寺
は
夕
方「
お
加
持
水
」で
元
気
を
も
ら
っ

て
階
段
を
登
る
。

五
十
九
番
・
国
分
寺
、
別
格
十
番
・
興
隆
寺

い
き

き

さ
ん

別
格
十
一
番
・
生
木
山
正
善
寺

仙
遊
寺
よ
り
山
越
え
し
て
国
分
寺
。
相
変
ら
ず
雨

は
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
。
興
隆
寺
も
山
全
体
が
境

内
、
山
門
よ
り
階
段
を
か
な
り
登
る
。
生
木
山
正
善

し
ゅ
う
そ
う

寺
は
周
桑
平
野
の
真
中
、
楠
の
生
木
に
地
蔵
菩
薩
が

彫
ら
れ
た
霊
木
は
昭
和
二
十
九
年
に
倒
れ
、
今
も
境

内
に
横
た
わ
る
。よ

こ
み
ね

じ

こ
う
お
ん

じ

六
十
番
・
横
峰
寺
、
六
十
一
・
香
園
寺

六
十
二
番
・
宝
寿
寺

六
十
三
番
・
吉
祥
寺

横
峰
寺
は
四
国
中
で
一
番
山
が
深
い
。
歩
く
遍
路

お
お
と

ゆ
な
み

に
は
今
も
昔
も
難
所
で
あ
る
。
大
頭
か
ら
湯
浪
に
登

る
。
連
日
の
雨
で
道
は
一
部
谷
川
と
な
っ
て
い
る
。

本
堂
は
屋
根
の
改
装
工
事
中
、
一
面
の
ガ
ス
。

し
ら
た
き

香
園
寺
奥
ノ
院
、
白
滝
不
動
に
下
る
。
香
園
寺
は

子
安
信
仰
の
寺
、
本
堂
は
大
聖
堂
と
偉
容
を
誇
る
。

宝
寿
寺
、
吉
祥
寺
は
近
い
。
こ
の
付
近
は
八
十
八

ヶ
所
の
寺
が
続
い
て
い
る
、四
国
霊
場
の
銀
座
で
あ
る
。

ま
え
が
み
じ

六
十
四
番
・
前
神
寺
で
今
回
の
打
ち
止
め

い
し
づ
ち
さ
ん

前
神
寺
は
四
国
の
最
高
峰
、石
鎚
山（
一
九
八
二
ｍ
）

信
仰
の
寺
、
七

月
一
日
か
ら
の

山
開
き
を
控
え
、

境
内
に
の
ぼ
り

が
立
つ
。
今
回

は
前
神
寺
で
打

ち
止
め
と
す
る
。

合

掌

巡
拝
修
行
日
数

十
日
間

修
行
歩
行
距
離

二
六
二
・
五
㎞

修
行
参
加
者

九
名
（
一
部
参
加
者
を
含
む
）

第５１番・石手寺
山の上の大師像第５８番・仙遊寺山門

人
生
即
遍
路

四
国
八
十
八
ヶ
所
・
別
格
二
十
霊
場

歩
く
お
遍
路

第
十
一
回

ま
ん

ぞ
く

ぎ
ょ
う

じ
ゅ
ん

ぱ
い

パ
ー
ト
�

平
成
２４
年

６
月
１７
日

よ
り

６
月
２６
日

第６４番・前神寺大師堂

第４６番・浄瑠璃寺

別格７番・出石寺

巡
拝
工
程
記
載
、
変
更
の
お
詫
び

今
回
、
パ
ー
ト
４
で
は
第
六
十
五
番
・
三
角
寺

ま
で
の
巡
拝
記
載
で
し
た
が
、
日
数
、
距
離
の
関

係
で
第
六
十
四
番
・
前
神
寺
巡
拝
で
パ
ー
ト
４
を

終
了
し
ま
し
た
、
お
詫
び
致
し
ま
す
。

（年２回 １・７月発行）�大師だより３ 第７０号（平成２４年７月２１日）�



錦の納札ご祈願札

平成２４年１１月１５日（木）～
平成２４年１１月２４日（土）

第十一回、満足行パート５は、第６５番・三角寺から第８３番・一宮寺まで歩いて巡拝致しま
す。お四国をおまいりしたくても出来ない方、歩いておまいりしたくても出来ない
方のお願い事を、あなたに代り歩き、各霊場のお大師さまにお願い、ご祈願させていただき
ます。
代参ご祈願ご希望の方は、１１月１０日までに�大師本坊にお申し出下さい。

※代参巡拝後、ご祈願礼、錦の納札をお授け致します。

代参ご祈願のおすすめ

ご祈願料 ２，０００円以上（１人１願）

お盆供養、星祭り祈願とは別です。

あなたに代わり歩いておまいり・ご祈願

満足行

日 時 平成２４年１１月１５日（木）～
平成２４年１１月２４日（土）１０日間

集 合 平成２４年１１月１４日（水） 午後５時
西条市 湯之谷温泉

巡 路 第６５番・三角寺――（別）１２番――
（別）１９番――第８３番・一宮寺まで

（歩行距離 ２４１．７km）

参加ご希望の方は巡拝資料、申込書をお送り致します

涅槃の道場・讃岐霊場を巡拝し、お大師さまの同行二人の
ご誓願を身をもって体験、修行する。

第６５番・三角寺～別格１９番・香西寺、第８３番・一宮寺まで

※参加申し込み〆切日 平成２４年１０月３１日

参 加 料

１０，０００円
歩くお遍路
パート５

人生即遍路

満足行
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来
年（
平
成
二
十
五
年
）、
年
の
初
め
よ
り
一
年
間
、
各
・
月
命
日

ご
と
に
、本
堂
、�
大
師
堂
御
宝
前
で
故
人
の
献
灯
供
養
を
致
し
ま

す
。来
年（
平
成
二
十
五
年
）の
受
付
ご
希
望
の
方
お
申
し
出
下
さ
い
。

※
受
付
〆
切
り
は
、本
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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 �

※
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。
当
方
に
て
献
灯
ロ
ー
ソ
ク
に
戒
名
、
俗
名
・
命
日
を
浄
写
し
て
、

各
、
月
命
日
に
ご
供
養
致
し
ま
す
。

第６回 � 大 師
インド仏跡巡拝の旅
平成２５年２月１６日（土）～２月２６日（火）
悠久の大地インド、お釈迦さまの霊地を巡拝、世界遺産夢の
タージマハルを見学、２１世紀の大国インドの旅

募集人員 １５名様 （最低旅行人数 １０名様）

（※添乗員同行）

参加ご希望の方は�大師本坊にお申し出下さい。お申込み書
旅行資料をお送り致します。

御旅行代金（お一人様） ４０８，０００円

世界遺産 タージマハルお釈迦さま説法の地 ラジギール霊鷲山

傷害保険料、渉外費に充当

※奉納経料金、宿泊料、昼食代等は
各自、個人負担

第十一回

（平成２４年７月２１日）第７０号 ４��大師だより（年２回 １・７月発行）



徳
島
県
　
山
田
　
太
郎 

千
葉
県

秋

谷

和

夫

秋

谷

光

枝

大

島

福

男

東
京
都

高

橋

京

子

三

浦

弘

人

石
川
県

岡

田

邦

明

愛
知
県

白

井

す
ま
へ

滋
賀
県

大

橋

貴
美
子

大
阪
府

山

根

真

一

兵
庫
県

沖

津

房

恵

岡
山
県

玉

木

ク
ニ
ヱ

２
体

小

林

直

樹

広
島
県

大

野

詠

介

大

野

愛

佳

大

西

真

鈴

徳
島
県

奥

村

晴

明

奥

村

真
里
子

匿

名

愛
媛
県

匿

名

平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日
よ
り
平
成

二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

第
五
十
六
番

泰
山
寺

岡
山
県山

下

清

子

愛
媛
県大

原

隆

勝

第
五
十
七
番

栄
福
寺

東
京
都新

井

久

子

新

井

恵

子

完

成

第
六
十
八
番

神
恵
院

東
京
都Ｎ

Ｈ

Ｋ

田

園

工

房

竜

頭

完

成

平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日
よ

り
平
成
二
十
四
年
六
月
三
十
日

ま
で
に
奉
納
祈
願
さ
れ
た
方
で

す
。

（
敬
称
略
）

び
ゃ
く

え

か
ん

ぜ

お
ん

ぼ

さ
つ

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

だ
い
じ
だ
い
ひ

大
慈
大
悲
の
心
で
、
私
た
ち
を
苦
し
み
か
ら
救
い
導
く
仏
、
観
音
さ
ま
に
お
願
い
を
!!

しし
ゃゃ
ばば

せせ
かか
いい

娑娑
婆婆
世世
界界
（（
現現
世世
界界
））
にに
はは
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな
苦苦
しし
みみ
・・
悲悲
しし
みみ
がが
いい
っっ
ぱぱ
いい
ああ

ごご
くく
らら
くく
じじ
ょょ
うう

どど

りり
まま
すす
。。
観観
音音
ささ
まま
はは
、、
ここ
のの
苦苦
しし
みみ
・・
悲悲
しし
みみ
かか
らら
救救
うう
たた
めめ
、、
極極
楽楽
浄浄
土土
のの

世世
界界
よよ
りり
娑娑
婆婆
世世
界界
にに
降降
りり
てて
きき
まま
すす
。。

そそ
しし
てて
、、
三三
十十
三三
通通
りり
のの
姿姿
にに
変変
わわ
りり
、、
私私
たた
ちち
一一
人人
一一
人人
のの
事事
情情
にに
応応
じじ
てて
、、

そそ
のの
姿姿
をを
変変
ええ
救救
いい
のの
手手
をを
差差
しし
延延
べべ
てて
下下
ささ
いい
まま
すす
。。
観観
音音
ささ
まま
のの
手手
がが
長長
いい

のの
はは
、、
やや
ささ
しし
いい
手手
をを
差差
しし
延延
べべ
てて
くく
れれ
るる
とと
いい
うう
慈慈
悲悲
のの
形形
のの
表表
れれ
でで
すす
。。

観観
音音
ささ
まま
にに
おお
願願
いい
事事
のの
ああ
るる
方方
、、
永永
代代
のの
ごご
供供
養養
をを
望望
まま
れれ
るる
方方
はは
、、
願願
主主

にに
なな
らら
れれ
、、
ごご
加加
護護
をを
受受
けけ
らら
れれ
まま
すす
よよ
うう
おお
勧勧
めめ
致致
しし
まま
すす
。。白衣観世音願主料

弐 万 円
（１体１願）

◎お願い事、お名前を刻印し
御祈念後、西国三十三観
音お砂踏み霊場に奉安し
ます。

※※
観観
音音
ささ
まま
奉奉
安安
ごご
希希
望望
のの
方方
はは
、、
おお
申申
しし
出出
下下
ささ
いい
。。
申申
込込
用用
紙紙
をを
おお
送送
りり
致致
しし
まま
すす
。。
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毎
月
、
御
縁
日
法
要

（
各
・
午
前
十
時
よ
り
）

観
世
音
菩
薩
・
御
縁
日

毎
月
・
十
八
日

お
大
師
さ
ん
・
御
縁
日

毎
月
・
二
十
一
日

地
蔵
菩
薩
・
御
縁
日

毎
月
・
二
十
四
日

不
動
明
王
・
御
縁
日

毎
月
・
二
十
八
日

毎
月
各
尊
、
御
縁
日
に
は
精
進
供
を
お
供
え
し

て
梵
唄
を
唱
え
御
縁
日
法
要
を
厳
修
し
ま
す
。

※※
都都
合合
にに
よよ
りり
おお
勤勤
めめ
時時
間間
がが
変変
更更
にに
なな
るる
場場
合合
もも
ああ
りり
まま
すす
。。

千
体
地
蔵
尊
奉
安

ご
祈
願
の
お
勧
め

ごご
先先
祖祖
・・
法法
名名
、、
ああ
なな
たた
のの
おお
願願
いい

すす
るる
ここ
とと
をを
地地
蔵蔵
尊尊
石石
仏仏
にに
刻刻
印印
。。

��
大大
師師
本本
坊坊
境境
内内
、、
水水
琴琴
水水
掛掛
地地
蔵蔵

尊尊
のの
並並
びび
にに
奉奉
安安
、、
永永
代代
にに
ごご
祈祈
願願
。。

千千
体体
地地
蔵蔵
尊尊

奉奉
安安
ごご
祈祈
願願
料料

拾拾

万万

円円

※※
石石
刻刻
印印
、、一一
文文
字字

五五

百百

円円奉安ご祈願・千体地蔵尊

※
奉
安
・
ご
祈
願
の
方
は
お
申
し

出
下
さ
い

�
�
��

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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不
動
洞
内
、
八
十
八
ヶ
所
各

霊
場
ご
宝
前
に
立
体
的
な
蓮
華

台
を
設
置
。
蓮
の
華
に
い
だ
か

れ
な
が
ら
、
お
砂
ふ
み
修
行
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
ご
先
祖
様
の

尊
い
ご
縁
で
生
か
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
毎
日
あ
ら
ゆ
る
力
の
お
か

げ
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
尊
い
お
か
げ
の
心
を
ご
供
養

す
る
お
気
持
ち
で
蓮
華
台
奉
納

の
お
申
し
出
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
奉
納
供
養
は
一
口
壱
万

円
と
し
各
霊
場
側
面
に
府
県

名
、
ご
芳
名
を
記
し
永
代
に
ご

供
養
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合

掌

奉
納
数
は
一
〇
八
ヶ
寺

で
終
了
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す

蓮
華
台
奉
納
の
お
申
し
出
を
し
て

い
た
だ
け
る
方
は
、
お
願
い
事
、

施
主
名
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
を
お
送
り
致
し

ま
す
。
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○
西
国
三
十
三
観
音
（
各
御
本
尊
）

○
中
国
、
入
唐
赤
岸
鎮
（
弘
法
大
師
）

○
イ
ン
ド
八
大
仏
跡
（
釈
迦
如
来
）

○
中
国
、西
安
市
青
龍
寺（
恵
果
阿
闍
梨
）

�
大
師
で
は
、
お
砂
踏
み
霊
場
の
御
仏
体
建
立
奉

納
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

当
代
の
仏
師
長
野
六
弘
師
に
依
頼
、
各
御
本
尊
彩

色
彫
り
に
て
御
厨
子
、
納
骨
台
に
御
芳
名
を
刻
印
納

骨
致
し
ま
す
。

御
仏
体
は
�
大
師
に
て
永
代
に
供
養
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
奉
納
し
て
い
た
だ
け
る
方
、（
三
十
六
ヶ
所
）指
定
ヶ

所
を
お
申
し
出
下
さ
い
。資
料
お
送
り
致
し
ま
す
。

����
第
一
番
、
第
二
番
、
第
三
番
、
第
五
番
、
第
六

����

番
、
第
八
番
、
第
二
十
番
は
既
に
お
祀
り
し
て

お
り
ま
す
。
右
記
以
外
で
ご
指
定
下
さ
い
。

一
口－

壱
万
円

※
一
人
何
口
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

（一ヶ寺３０名様完成品）
奉納者名は不動洞にて永代
にご供養致します。

（年２回 １・７月発行）�大師だより５ 第７０号（平成２４年７月２１日）	



護護
摩摩
堂堂
内内
にに
奉奉
安安
・・
永永
代代
にに
ごご
祈祈
願願
申申
しし
上上
げげ
まま
すす
。。
身身
丈丈
５５４４
��

重重
ささ
８８
��

東
京
都

新
井

恵
子

大
阪
府

楠
岡
キ
ミ
子

木
下

文
雄

大
阪
府

木
下
ト
ヨ
ノ

大
不
動
明
王
、
千
体
地
蔵
尊
の
各
ご
祈
願
、
ご
浄
財

の
ご
芳
名
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日
よ
り
平
成

二
十
四
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
お
申
し
出
、
奉

納
し
て
い
た
だ
い
た
方
で
す
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、す
で
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
方
で
、こ
の
期
間
以
外

の
方
は
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
（
敬
称
略
）

岩
手
県

畠
山
ト
ミ
子

大
阪
府

観
音
一
心
講

大
阪
府

田
島

万
作

大
阪
府

田
島

芳

香
川
県

浮
田
と
し
子

佐
賀
県

桑
原
ス
ミ
代

平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日

よ
り
平
成
二
十
四
年
六
月
三

十
日
ま
で
に
奉
納
祈
願
さ
れ

た
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

名
古
屋
地
蔵
講
講
元

愛
知
県

大
野

達
夫

愛
知
県

谷
村

健
次

愛
知
県

谷
村
と
し
子

愛
知
県

葛
山
美
千
代

２
体

葛
山

翔
一

愛
知
県

葛
山

賢
司

葛
山

麗
奈

護
摩
堂
内
奉
安
護
摩

祈
願
の
大
不
動
明
王

永
代
ご
祈
願
大
不
動
明
王

奉
安
、
ご
祈
願
ご
希
望
の

方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

火
炎
に
お
願
い
事
、お
名
前
を
記
入

（
一
人
・
一
体
・
一
願
）

ご祈願 願主奉納料
金 参拾萬圓也

大大

不不

動動

明明

王王

願願

主主

ごご

芳芳

名名

千千

体体

地地

蔵蔵

尊尊

願願

主主

ごご

芳芳

名名

不不
動動
明明
王王
ごご
浄浄
財財

ごご
芳芳
名名
（（
一一
万万
円円
以以
上上
））

へ
ん
ろ
会
館
、畳
替
え
御
浄
財
の
御
礼

一
口

千
円
以
上

へ
ん
ろ
会
館
、
設
備
に
お
き
ま
し
て
は
建
物
の
老
朽
化
で
宿
泊
の
方

に
も
十
分
な
お
世
話
、
行
届
か
な
い
所
も
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
皆
様
の
ご
浄
財
で
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
別
館
・
本
館

の
畳
・
襖
を
新
し
く
替
え
さ
せ
て
戴
け
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
遍
路
さ
ん
が
快
適
に
お
泊
り
出
来
ま
す
よ
う
、
お

力
添
え
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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壱
万
円

あ
な
た
の
お
願
い
事
を
、
檀
木
に
浄

写
し
て
大
柴
燈
護
摩
修
行
に
て
、
ご
祈

念
お
焚
き
上
げ
致
し
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
三
十
本
お
集
ま
り

次
第
、
〆
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
了
承
の
程
。

※
お
電
話
に
て
承
り
ま
す
。お
申
し
出
下
さ
い
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

お
大
師
さ
ま
御
修
行
の
霊
地
、
四
国

�
大
師
本
坊
で
永
代
に
ご
供
養
致
し
ま
す
。

◎
お
位
牌
、
過
去
帳
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

御
法
名
を
毎
月
の
御
命
日
に
永
代
に
ご
供

養
致
し
ま
す
。

※
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。
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二
十
万
円
以
上

�
�
�

�
�
�
�
	



�
�


�

�
�


�
�
�
�

五
万
円
以
上
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三
万
円
以
上

岩
手
県

関

良
子

東
京
都

新
井

恵
子

（
代
表
）

平
田

澄
子

一
万
円
以
上

北
海
道

吉
鷹

美
枝

篭
瀬
枝
美
子

宮
城
県

冨
澤

英
子

福
島
県

上
北

忠
之

東
京
都

大
松

慈
永

（
代
表
）

飯
島

睦
子

鍔
本
と
し
子

八
木
岡
一
枝

愛
知
県

坂

富
喜
枝

松
井

道
子

長
谷
川
誠
次

豊
島

和
子

三
重
県

森

れ
い

兵
庫
県

加
藤
有
里
子

松
浦

幸
子

和
歌
山
県

木
と
し
ゑ

岡
山
県

井
上

信
子

（
代
表
）

生
熊

義
江

広
島
県

佐
藤

恵
敬

松
浦
キ
ミ
コ

愛
媛
県

向
井

稔

高
知
県

山
崎

豊
美

堀

健
一

宮
崎
県

奈
須

良
子

平
成
二
十
三
年

十
二
月
一
日
よ

り
平
成
二
十
四

年
六
月
三
十
日

ま
で
に
奉
納
祈

願
さ
れ
た
方
で

す
。（
敬
称
略
）

般
若
心
経

多
宝
塔

お
写
経
奉
納
の
お
願
い

����� ��	
���
上記の巻数は、平成２年１２月１日より

平成２４年６月３０日までの累計です。

�
大
師
本
坊
で
は
ご
信
者
の
皆
様
、
ご
参
拝
の
方
々
の
お
写
経
を
多
宝
塔
に

奉
納
致
し
ま
す
。

皆
様
の
お
写
経
奉
納
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
写
経
奉
納
の
方
は
お
送
り
下
さ
い
。
お
申
し
出
い
た
だ
い
た
お
写
経
は
多

宝
塔
に
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

奉
納
お
写
経
用
紙
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
、お
送
り
し
ま
す
。

心経塔（多宝塔）

お
写
経
用
紙

（
三
十
枚
つ
づ
り
）

一
冊

千
円

荷
具
送
料

三
百
円

お

写

経

奉

納

料

一
巻
（
一
枚
）
千
円

般般
若若
心心
経経
塔塔
ごご
浄浄
財財

寄寄
進進
者者
ごご
芳芳
名名

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

おお
彼彼
岸岸
はは
年年
二二
回回
、、
春春
分分
のの
日日
とと
秋秋
分分
のの
日日
をを
（（
ちち
ゅゅ
うう
にに
ちち
））
とと
しし
前前
後後
のの
三三
日日
をを
合合
わわ
せせ
たた
七七

日日
間間
をを
いい
いい
まま
すす
。。

ここ
のの
日日
はは
昼昼
とと
夜夜
のの
長長
ささ
がが
同同
じじ
とと
なな
りり
、、
仏仏
教教
でで
はは
「「
迷迷
いい
」」
とと
「「
ささ
とと
りり
」」
のの
境境
地地
でで
ああ
りり
「「
現現

世世
」」
とと
「「
浄浄
土土
」」
のの
接接
すす
るる
日日
とと
いい
わわ
れれ
迷迷
いい
のの
ここ
のの
世世
界界
かか
らら
、、
川川
のの
向向
ここ
うう
岸岸
のの
悟悟
りり
のの
世世
界界
にに

渡渡
るる
たた
めめ
のの
教教
ええ
（（
六六
波波
羅羅
蜜蜜
））
をを
守守
りり
、、
日日
々々
のの
行行
いい
をを
慎慎
むむ
のの
がが
本本
来来
のの
彼彼
岸岸
のの
意意
味味
でで
すす
。。

�
�
�
�
�
�

【【
布布
施施
】】
他他
人人
へへ
施施
しし
すす
るる
ここ
とと

【【
忍忍
辱辱
】】
不不
平平
不不
満満
をを
言言
わわ
ずず
耐耐
ええ
忍忍
ぶぶ

【【
禅禅
定定
】】
心心
をを
安安
定定
ささ
せせ
るる
ここ
とと

【【
持持
戒戒
】】
戒戒
をを
守守
りり
、、
反反
省省
すす
るる
ここ
とと

【【
精精
進進
】】
精精
進進
努努
力力
すす
るる
ここ
とと

【【
智智
慧慧
】】
真真
実実
をを
みみ
るる
智智
慧慧
をを
働働
かか
せせ
るる
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本本
来来
はは
毎毎
日日
心心
がが
けけ
るる
事事
でで
すす
がが
、、
日日
頃頃
はは
忙忙
しし
くく
実実
行行
でで
きき
なな
いい
まま
でで
もも
春春
とと
秋秋
のの
年年
二二
回回
くく
らら

いい
はは
六六
波波
羅羅
蜜蜜
をを
実実
践践
しし
、、
自自
然然
のの
恵恵
みみ
をを
たた
たた
ええ
生生
物物
をを
慈慈
しし
みみ
、、
生生
かか
ささ
れれ
てて
いい
るる
私私
たた
ちち
がが
、、

ごご
先先
祖祖
ささ
まま
にに
対対
すす
るる
感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
でで
ごご
供供
養養
下下
ささ
いい
。。

御

奉

納

紙
彫
り
心
経
額

三三
重重
県県

島島
田田

和和
子子

座
布
団
十
枚

大大
阪阪
府府

楠楠
岡岡
キキ
ミミ
子子

御
宝
号
彫
刻
板

愛愛
媛媛
県県

宇宇
田田

克克
隆隆

宇宇
田田

玉玉
枝枝

（年２回 １・７月発行）�大師だより７ 第７０号（平成２４年７月２１日）�



お盆にはご先祖さまに良い香りを!!

※ご希望の方は品名、個数をお知らせ下さい。送らせていただきます。尚、送料の負担をお願い致します。

智慧の香り（金粉入り）

般 若
徳用（２，４００円）

小箱（１，２００円）

本 格

白 壇
徳用（２，４００円）

小箱（１，０００円）

蓮華の香り

福の花
徳用（１，６００円）

小箱（ ８００円）

特選 �大師銘香

本本年年ももごご法法礼礼大大祭祭をを上上記記のの如如くく盛盛大大にに修修行行すするる予予定定でですす。。
ごご参参加加、、ごご拝拝顔顔をを楽楽ししみみににししてておおりりまますす。。

◎前日、及び当日ご宿泊の方は十月二十日までにお申出ください。

水水琴琴千千体体地地蔵蔵尊尊御御供供養養（（駐駐車車場場）） 午午前前九九時時
家家内内安安全全大大般般若若経経法法要要（（本本 堂堂）） 午午前前十十時時
厄厄除除開開運運大大柴柴燈燈護護摩摩（（駐駐車車場場）） 午午後後一一時時
※※火火渡渡りり修修行行にに参参加加ししてて下下ささいい。。
奉奉祝祝大大ももちち投投げげ （（駐駐車車場場）） 午午後後三三時時
※※ううどどんんおお接接待待

ご法礼大祭
十一月三日（土）文化の日

お大師さまの
ご恩をたたえ喜ぶ

■
行

事

家
を
清
め
、災
難
か
ら
結
界
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

十
一
月
三
日
大
祭
、
大
柴
燈
護
摩
修
行
は
お

ち

え

ぼ
ん
の
う

不
動
さ
ん
の
智
慧
の
炎
で
煩
悩
を
焼
き
、
真
理

ま

が
い

の
聖
火
で
魔
害
を
焼
き
尽
す
大
法
要
で
す
。
こ

よ

す
み

の
時
に
ご
祈
念
し
た
護
摩
の
灰
を
家
の
四
角

ま

に
撒
き
家
を
浄
化
し
て
災
難
か
ら
逃
れ
る
様
、

家
人
を
結
界
し
ま
す
。

○
ご
予
約
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

	
�
��
����

※
祈
願
灰
は
十
一
月

三
日
の
法
要
後
に

お
送
り
致
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
��

�
��

�

�
�

十
一
月
三
日
大
祭
、
大
般
若
経
六
百
巻
転
読

法
要
に
て
先
祖
供
養
、
家
内
安
全
を
御
祈
念
し

た
「
散
華
」
を
お
授
け
致
し
ま
す
。

�

�

�
��

○
ご
予
約
の
方
は
お
早
め
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

※「
散
華
」
は
十
一
月
三
日
法
要
後
に
お
送
り
致

し
ま
す
。�

�

○
蓮
の
花
び
ら
を
形
ど
り
法
要
の
と
き
、

み
佛
を
供
養
す
る
た
め
に
撒
か
れ
る

も
の
で
す
。蓮
の
花
は
汚
れ
た
泥
の
中

で
も
清
ら
か
な
花
を
咲
か
す
こ
と
か

ら
仏
教
で
は
大
切
に
さ
れ
て
ま
す
。お

守
り
に
し
て
下
さ
い
。

火渡り修行

厄除開運大柴燈護摩家内安全大般若経法要

奉祝大もち投げ

（平成２４年７月２１日）第７０号 ８��大師だより（年２回 １・７月発行）


